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オーストラリアの医学教育および基礎医学系大学院 
オーストラリアの大学(医学部) 1. 
1972年 7月より 12月まで， オーストラリアの主府キ
ャンベラにあるオーストラリア国立大学 Australian 
National University (A. N. U.)に留学している間に，
できる限りの機会をとらえて，各地の医学部を訪問し，
基礎医学，とくに生理学と薬理学の教育と研究について
調査した。このレポートはその一部をまとめたものであ
る。
オーストラリアには，全部で 15の大学があり，この
内国立大学は A.N.U.が唯一のもので，ほかは州立大
学である。この A.N.U.には医学部に担当する The 
John Curtin School of Medical Researchと呼ばれ
る基礎系の大学院があり，ここでは PostdoctoralFel-
low以上の教官と Ph.D. Studentsとが研究に従事し
ている。ほかの 14大学の内医学部を持つのは 9大学で
あり，これらは日本の大学と同様に，いわゆる学部と大
学院が併置されている。
これらの州立大学では入学試験はなく，高校を卒業し
て大学入学資格を有する者は，志望に応じて入学を許可
される。クインズランド大学で聞いた話であるが，ここ
の医学部の定員 200名に対して 500名の入学者があった
が， 2年次に進級した者 300名，その後も年々学生数が
減少し，結局卒業できる学生はほとんど定員に近いとの
ことである。 
1. 大学(匿学部)の教官の構成
大学院大学である The John Curtin Schoolでは，
その研究者の構成はほかの医学部の教官のそれとは若干
異なっている。
大学院大学におけるアカデミックスタッフの構成は， 
Professor，Professorial fellow，Senior fellow，Fellow， 
Senior research fellow，Research fellowおよび 
Postdoctoral fellow であり，学部では Professor，
長 TOSHIOISHIKA W A 
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Associate professor，Reader，Senior lecturer，Lec-
turer，Senior demonstratorおよび， Demonstrator 
となっている。
これらの内大学院大学では Postdoctoral fellowが 
2年契約， Research fellowおよび Seniorresearch 
fellowが3年契約であり， Fellow以上が permanent 
positionである。学部では Lecturer以上が perma-
nentである占 
The John Curtin Schoolにおける研究者を 1972年
度の名簿を参考にして，医学部出身者と非医学部出身者
に別けて調べてみた。全研究者 79数名の内 Medicalは 
14名で 17.7%，Non-medical は 65名で 82.3%を占め
ている。この Non-medicalのスタッフを出身学部別に
みると，その大部分が Facultyof scienceの出身者で
あり，極く一部に Facultyof Pharmacy，Faculty of 
Veterinaryなどの出身者がいるにすぎない。 
Faculty of Scienceに相当する学部は，厳密な意味
では日本には存在しない。しいて現存する日本の学部構
成にあてはめてみると，医学進学課程と医学部の 2年次
までの課程を合わせて独立させたものと考えられる。こ
の Facultyof Scienceの出身者が，いわゆるオースト
ラリアの基礎医学を支えている原動力なのである。 
11. 医学部のカリキュラムについて
医学部のカリキュラムは，各大学で多少異なっている
ように見受けられた。表 Iは，アデレード大学医学部カ
リキュラム委員会の 1969年 10月のレポ{トから引用し
たモデノレケースの一つである。
日本におけるように，医学進学課程と専門課程とがは
っきり区別されているわけではないが，教科からみると 
l年次のみが医学進学課程に相当するものと考えられ
る。後半の 4年次以後はすべて Clinicalcoursesとな
っているが， Medicine 1 & II，Surgery 1 & II， 
Obstetrics & Gymaecologyおよび Paediatricsのご
とく，ひろい意味の内科系，外科系，産婦人科および小 
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表1. THE CURRICULUM OF THE MEDICAL COURSE 
FIRST YEAR 	 SECOND YEAR THIRD YEAR 
CHEMISTRY 
BIOLOGY 
BEHA VIOURAL SCIENCE 
PHYSICS 
BIOPHYSICS 
STATISTICS 
HUMAN G ENETICS 
HUMAN BIOLOGY 
ANATOMY 
BIOCHEMISTR Y 
PHYSIOLOGY 
INTRODUCTION TO 
CLINICAL MEDICINE 
MEDICINE IN THE COl¥ι 
MUNITY 
HUMAN BIOLOG Y 
NEUROANATOMY 
NEUROPHYSIOLOGY 
PHARl¥在ACOLOGY 
BIOLOGY OF DISEASE 
GENERAL PATHOLOGY 
MICROBIOLOG Y 
h在	EDICINEIN THE COl¥ι 
MUNITY 
FOURTH YEAR FIFTH YEAR 	 SIXTH YEAR 
SYSTEMA TIC TOPIC OBSTETRICS & GYNAECO- OBSTETRICS & GYNAECO-
TEACHING IN THE LOGY LOGY 
HOSPITAL MEDICINE P AEDIA TRICS 
SURGERY h在EDICINE 1 
PAEDIATRICS SURGERY 1 
MENT AL HEAL TH MEDICINE 11 
児科に 4大別されているのが特徴的である。 
IV. 学位について
医学部出身者は， 6年の課程を卒業し少なくとも 1，，-， 
2年間の実地修練を終了して， Bachelor of Medicine 
(M. B.)および Bachelorof Surgery (B. S.)の両方
の学位を得る。これが日本の医学士に相当する。 
Doctor と呼ばれるのはこの医学部出身者 (M.B.， 
B. S.)および Doctorof Philosophy (Ph.D.) を取得
した他学部出身者に限られている。従って医学士 (M. 
B.，B. S.)は Ph.D.に相当するわけで，医学部出身者
が Ph.D.courseに進むのは，ほとんど例外的で、あり，
もし M.B.，B.S.をもっ者が Ph.D. を取得したとし
ても，学歴の上ではプラスにならない。
医学士 (M.B.，B. S.)となってから，さらに 5年以上
臨床医学を修め， Specialistとしてすぐれた業績をあげ
た者は Doctorof Medicine (M. D.)の学位を受ける
ことができる。そこで日本の医師から， I私は M.D. & 
Ph.D.である」といわれた時に，彼等は全く理解に苦し
むようである。
一方基礎医学を専攻した場合には， 医学士 (M.B.， 
B.S.)あるいは Ph.D.となってから 10年以上の研究歴
があり， 40以上の論文を発表し，所定の手続きにより
審査に合格した場合 Doctorof Science (D. Sc.)の学
位を授与される。従って M.D.と D.Sc.が最高の学位
SURGERY 11 
として評価されているわけである。 
V. 	 The John Curtin Schoolの生理学教室ならび
に薬理学教室について
筆者が滞在していた時には生理学教室の中に神経薬理
学部門が含まれていたのであるが， 1973年度から薬理
学教室が独立した関係で，それぞれのスタッフおよび業
績なども別々に記述する。 
A. 	 生理学教室について
ここの初代主任教授はノーベJレ賞を受賞した有名な 
J.C. Ecc1es教授であるが，彼の定年退職後はシドニ
一大学から P.O. Bishop教授を 2代目の主任教授に迎
えた。 
Bishop教授は視覚系の生理学の専門家であり，つぎ、
のような 4つの研究を行なっている。
1.微小電極法を用いて form vision，binocular 
single visionおよび stereopsisの神経生理学的研究 
2. 視覚経路における種々のレベJレでの単一視覚受容
野の性質に関する研究 
3. 脳における視覚中枢への visual fieldsの投射に
関する研究 
4. 眼筋収縮の biophysicsの研究
スタッフとしては， W. R. Lenick，J.S. Cooms， 
R.I.Close，G. H. Henry，B. G. Cleland，J.Stone 
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などがおり，それぞれ前述の研究を担当していた。 
B. 薬理学教室について
新設された薬理学教室の初代主任教授に D.R.Curtis 
教授が就任した。筆者が滞在していた昨年 12月 15日に 
Curtis教授の主任就任の内定があり， 祝賀会が催され
たのであるが，教室の青写真などをしばしば筆者にも見
せて下さり，抱負を語られたことを，昨日のことのよう
に思い出される。
彼の構想によれば，大体のところは生理学教室の神経
薬理部門時代と同様であり，その後の彼からの私信でも
大きな変更はないようである。 
Microe1ectrophoretic methodを用いて，脳および
脊髄における synaptictransmitter substancesの同
定ならびに神経細胞に対する薬物の mode of action 
の研究を行なう電気生理学の研究室を 2つ，神経化学の
研究室を 2つ目下建築中である。
スタッフには， G.A.R. Johnston，M.-L. Uhr，A. 
w. Duggan，A. K. Tebecis，C.J.A. Gameなどがい
る。
筆者は滞在中に A.K. Tebecisと延髄網様体におけ
る抑制性伝達物質に関する研究を行なった。
最後に，この海外だよりを書くにあたって，オースト
ラリア政府発行のハンドブック IA ustralia J 1972年
版，オーストラリア国立大学の rGenera1InformationJ 
1972年版およびアデレード大学医学部のカリキュラム
委員会が 1969年にまとめた「医学教育に関する報告書」
を参考にしたことを付記して筆をおきます。
